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関西地方企業は14社が上場、
活況のIPOの舞台裏とIPOにおける地方企業の行く末は？

2021年のIPOは125社で着地し、14年ぶりの100社超えとなった。
その中でも関西地方企業は全体の１割を占め昨年に続き好調と言える。

ポジティブな流れは2022年も続くのか？
首都圏以外の企業にとって留意点はあるか？
活況のIPOの裏で芽を出した問題とは？
東証・名証の市場再編がIPOに与える影響は？

IPO支援のプロフェッショナルたちが2021年IPOの総括と
2022年の展望を3人のIPO支援家が解説する。

1.27 Thu.

関西企業向けWebセミナー（無料）関西企業向けWebセミナー（無料）

10:30~11:45

主催主催 ※2021/12/24現在



日時 2022年1月27日（木） 10:30～11:45（10:15からアクセス可）
※Zoomで配信いたします。

対象 上場を3～5年先にご予定・検討中の経営者、CxO・経営幹部の方 等

参加費 無料

定員 500名

主催 株式会社池田泉州銀行／東海東京証券株式会社

共催 池田泉州TT証券株式会社／池田泉州キャピタル株式会社／
ブリッジコンサルティンググループ株式会社／株式会社オービックビジネスコンサルタント

お問い合わせ 株式会社オービックビジネスコンサルタント 坂本・大槻・大槻
mail：obc-as@obc.co.jp （9:00～17:00 土日祝祭日を除く）

※ お申込みの際にご入力いただくお客様の個人情報は、セミナーの受付業務に当たり名簿作成を行いお客様へのご対応をさせていただく上
で必要なものです。お申込みいただいた個人情報につきましては、セミナー講師、共催・協賛企業にて共同利用させていただきます。

※ 講師・共催企業と同業の方、個人の方はお申込みをお断りする場合がございます。
※ 講師・講演内容は予告なく変更になる可能性がございます。
※ 新型コロナウイルスの影響により講演が中止になる可能性がございます。

【関西企業向けWebセミナー】2021年IPO総括と2022年の展望

【第1部】
2021年IPO総括と展望
～関西地方企業を中心に～

2021年の新規株式公開（IPO）企業数は120社を超え、2007年以来14年ぶりの高
い水準となりました。2021年IPO総括と展望を、IPO支援現場にて多くの経営者
や支援機関と接している立場からたっぷりお伝えします。

・活況の2021年IPO、その理由は？
・2021年IPOの内訳、地域特性は？
・一般市場と同じく活況の東京プロ―マーケットの活用は？

中山 博行氏
ブリッジコンサルティング
グループ株式会社
執行役員／公認会計士

大手製造メーカーでの経理経験と大手監査法人での会計監査の経験
により、企業の成⾧段階における管理部門を熟知している。また、
大手会計系コンサルティングファームでの経験を基礎に管理部門の
強化支援に取り組む。
クライアントの思いを大切にしつつ、クライアントとすべての関係
者が納得できる解を追求することをモットーとしている。

【第2部】
上場準備入口で検討すべきポイント
～最近の上場審査事例を踏まえて～

最近の上場審査事例を踏まえて、上場準備入口で検討すべき留意点を証券会社
の目線で解説します。

・2021年IPO動向と関西地方企業IPO
・上場準備における留意点
・コーポレートガバナンス・コードが上場企業に求めるものとは？

市川 昌広氏
東海東京証券株式会社
執行役員
投資銀行カンパニー名古屋担当

1988年、東海銀行（現三菱東京UFJ銀行）入行。1995年～2000年、
同行資本市場営業部（うち2年はIPO・M&Aコンサルティングへ出
向）にて投資銀行業務に一貫して従事。2000年、東海インターナ
ショナル証券（現三菱UFJモルガンスタンレー証券）に出向・公開
引受部、UFJキャピタルマーケッツ証券、UFJつばさ証券各公開引受
部、IPO準備会社へ出向（管理部⾧）、三菱UFJ証券投資銀行部を経
て、2007年東海東京証券入社。中部地区企業のエクイティ発行、新
規株式上場（IPO）、他市場上場、M&A業務等に従事。

【第3部】
名証はこう生まれ変わる

当取引所は、東証市場再編に合わせ上場制度の見直しを行います。
セミナーでは主に東証ジャスダック市場の代替市場として機能する「メイン市
場」と、上位市場へのステップアップを見据えた「ネクスト市場」について解
説します。
名証がどう生まれ変わるのか、ぜひご確認ください。

・IPO 市場は東証だけではない
・新たな市場名称に込めた想い
・当取引所IPO 市場の特徴
・東証３市場と名証３市場、コンセプトと基準の違い
・全国のIPO 準備企業が活用しやすい市場へ

鈴木 武久氏
株式会社名古屋証券取引所
取締役

1966年生まれ。1989年名古屋証券取引所に入所。上場監理グループ
⾧（2002年～）、自主規制グループ⾧（2003年～）を歴任し、2013
年より執行役員、2019年より取締役。名証では、上場審査をはじめ
とする上場関連業務に⾧らく携わっており、過去に担当した上場審
査案件は100社を超える。

共催
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